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衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
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東
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附
属
病
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精
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経
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質
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し
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別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
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三 

 
衆
議
院
議
員
春
日
一
幸
君
提
出
東
大
医
学
部
附
属
病
院
精
神
神
経
科
の
正
常
化
に
関
す
る
質
問
に 

対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

(一 ) 

東
京
大
学
医
学
部
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
、
医
局
講
座
制
の
解
体
等
を
主
張
す
る
精
神
神
経

科
の
講
師
、
助
手
等
に
よ
り
、
東
大
精
神
科
医
師
連
合(

精
医
連)

が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
授
業
の
再

開
等
紛
争
の
収
拾
に
関
し
て
意
見
を
異
に
す
る
者
に
よ
り
結
成
さ
れ
た
精
神
医
学
教
室
会
議
と
の
対
立
も
あ

つ
て
、
精
医
連
側
は
、
い
わ
ゆ
る
「
自
主
管
理
」
と
称
し
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
以
降
同
病
棟
を
占
拠
し
、
今

日
に
至
つ
て
い
る
。 

こ
の
間
、
大
学
当
局
と
し
て
は
、
話
合
い
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
不
正
常
な
事
態
を
解
決
す
べ
く

努
力
を
払
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
入
院
患
者
が
常
時
在
院
し
て
い
る
等
の
事
情
を
考
え
、
強
行
手
段
を 



(四 ) 

精
神
神
経
科
の
入
院
患
者
に
対
す
る
診
療
は
、
東
京
大
学
の
医
師
以
外
の
者
に
よ
つ
て
も
行
わ
れ
て
い
る 

(三 ) 

精
神
神
経
科
病
棟
は
、
昭
和
四
十
四
年
以
降
精
医
連
に
よ
る
占
拠
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
同
病
棟
に 

は
、
現
在
医
師
と
し
て
は
、
東
京
大
学
医
学
部
講
師
一
名(

石
川 

清)

の
ほ
か
、
同
大
学
職
員
以
外
の
者
が

約
三
十
名
出
入
り
し
、
診
療
に
従
事
し
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
の
実
態
を
正
確

に
は
は
握
で
き
る
状
況
に
な
つ
て
い
な
い
。 

(二 ) 

占
拠
さ
れ
て
い
る
施
設
は
、
精
神
神
経
科
に
お
い
て
、
病
室
、
研
究
室
及
び
実
験
室
等
の
用
に
供
さ
れ
る

も
の
で
あ
り
、
現
時
点
で
占
拠
と
認
め
ら
れ
る
面
積
は
、
千
三
百
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。 

な
お
、
現
在
精
医
連
と
称
し
て
い
る
の
は
、
引
き
続
き
医
局
講
座
制
の
解
体
等
を
主
張
し
て
い
る
医
師
の

集
団
で
あ
り
、
東
京
大
学
医
学
部
で
は
講
師
一
名(

石
川 

清)

が
参
加
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
は
握
し
て
い
な
い
。 

と
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

四 

 



(七 )
及
び
二

(五 ) 

精
神
神
経
科
病
棟
の
入
院
患
者
に
係
る
診
療
料
金
及
び
診
療
に
必
要
な
経
費
、
光
熱
水
料
等 

(六 ) 

占
拠
後
こ
れ
ま
で
に
、
大
学
当
局
の
責
任
者
に
よ
つ
て
、
そ
の
よ
う
な
発
言
が
な
さ
れ
た
事
実
に
つ
い
て

は
、
承
知
し
て
い
な
い
。 

(五 ) 

精
神
神
経
科
病
棟
が
極
左
暴
力
集
団
の
宿
泊
場
所
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の

実
態
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。 

昨
年
十
二
月
に
発
生
し
た
精
神
神
経
科
入
院
患
者
の
死
亡
と
病
棟
内
の
管
理
体
制
と
の
関
連
性
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
握
で
き
る
状
況
に
は
な
い
。 

が
、
こ
れ
は
、
病
院
当
局
が
事
実
上
こ
の
こ
と
を
容
認
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ

う
な
状
態
は
、
附
属
病
院
の
運
営
の
在
り
方
と
し
て
正
常
な
も
の
で
は
な
く
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
と
考
え

る
。 な

お
、
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
は
、
報
酬
は
、
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。 

五 

 



二
に
つ
い
て 

(一 ) 

医
学
部
附
属
病
院
長
は
、
国
有
財
産
で
あ
る
大
学
施
設
の
管
理
責
任
者
で
あ
る
学
長
か
ら
、
附
属
病
院
施

設
の
管
理
の
補
助
執
行
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
精
神
神
経
科
病
棟
は
、
病
院
長
を
含
め
大
学
当
局
の
努
力 

(八 ) 

精
神
神
経
科
病
棟
の
占
拠
に
よ
り
、
同
病
棟
に
お
い
て
学
生
の
臨
床
実
習
が
で
き
ず
、
ま
た
、
外
来
患
者

で
入
院
を
必
要
と
す
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
同
病
棟
へ
入
院
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。 

な
お
、
本
年
二
月
十
三
日
、
こ
れ
ら
管
理
責
任
者
等
が
、
短
時
問
で
は
あ
る
が
、
国
有
財
産
及
び
物
品
の

使
用
等
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

は
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の
所
定
の
手
続
に
の
つ
と
り
経
理
さ
れ
て
い
る
。 

占
拠
以
後
の
同
病
棟
は
、
国
有
財
産
及
び
物
品
の
管
理
責
任
者
等
が
自
由
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
国
有
財
産
及
び
物
品
の
使
用
等
の
状
況
を
十
分
に
は
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。 

な
お
、
学
生
の
病
棟
実
習
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
分
院
等
で
実
施
し
て
い
る
。 

六 

 



(二 )
か
ら

(四 )
ま
で 

学
長
は
、
国
有
財
産
で
あ
る
大
学
施
設
の
不
正
常
な
事
態
を
解
消
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

に
つ
い
て
、
施
設
の
管
理
責
任
者
と
し
て
の
立
場
の
ほ
か
、
教
育
、
研
究
、
診
療
等
大
学
の
運
営
全
体
の
責

任
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
適
切
な
判
断
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え
の
下
に
、
ま
た
、
占
拠
さ
れ
て
い

る
病
棟
に
は
、
入
院
患
者
が
常
時
在
院
し
て
い
る
こ
と
も
あ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
、
話
合
い
に
よ
り
事
態
を
正

常
化
す
べ
く
努
力
を
続
け
て
き
た
。
政
府
と
し
て
は
、
大
学
当
局
と
緊
密
な
連
絡
の
下
に
、
大
学
の
努
力
を

助
け
、
速
や
か
な
解
決
に
導
く
よ
う
強
く
指
導
、
助
言
を
行
つ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
な
お
、
病
院
長
等
の
自
由
な
立
ち
入
り
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
。 

な
お
、
本
年
二
月
十
三
日
、
病
院
長
等
は
、
短
時
間
で
は
あ
る
が
、
同
病
棟
の
使
用
等
の
状
況
を
調
査
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

な
お
、
占
拠
さ
れ
て
い
る
病
棟
の
実
情
に
つ
い
て
は
、
適
時
、
大
学
当
局
か
ら
報
告
を
受
け
、
必
要
な
は 

し
た
が
つ
て
、
同
病
棟
の
管
理
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。 

七 

 



三
に
つ
い
て 

(六 ) 

本
件
は
、
内
閣
に
対
し
て
独
立
の
地
位
を
有
す
る
会
計
検
査
院
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
御
質
問
で
あ
り
、

本
来
、
内
閣
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
に
な
じ
ま
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
会
計
検
査
院
に
照
会
し
た
と
こ

ろ
「
会
計
検
査
院
は
、
国
立
大
学
の
学
内
紛
争
に
よ
つ
て
生
ず
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
医
学
部

附
属
病
院
精
神
神
経
科
病
棟
の
占
拠
と
い
う
事
態
も
含
め
、
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
意
見
を
表
示
し
て
大
学

側
の
善
処
方
を
求
め
て
お
り
、
そ
の
後
そ
の
推
移
を
見
守
つ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
病
棟
に

つ
い
て
は
今
日
に
至
る
も
な
お
事
態
の
進
展
を
み
な
い
の
で
、
去
る
二
月
十
五
、
十
六
の
両
日
に
、
特
に
会

計
実
地
検
査
を
実
施
し
た
。
」
旨
の
回
答
を
得
た
。 

教
員
は
、
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
つ
て
、
自
己
の
使
命
を
自
覚
し
、
そ
の
職
責
の
遂
行
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
長
期
に
わ
た
り
不
正
常
な
事
態
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ 

握
を
行
つ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
監
査
は
行
つ
て
い
な
い
。 

八 

 



 

九 

る
。 大

学
当
局
は
、
こ
の
よ
う
な
不
正
常
な
事
態
を
速
や
か
に
解
決
す
る
た
め
、
最
大
限
の
努
力
を
傾
け
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。 

政
府
と
し
て
も
、
大
学
当
局
の
今
後
の
努
力
を
助
け
、
速
や
か
な
解
決
に
導
く
よ
う
、
一
層
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




